
主体的な学び

こうしたらどうかな。

このやり方

どうしてかな？

何かな？

すごい！できたよ

もっと知りたい！

あのやり方かな？

前に学んだぞ！

こんなことが

分かったよ！

こう考えてみよう！

みんなはどう

考えてるのかな

こうしたらどう？

みんなはどう思う？

やっぱりそうか！

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

鉾田市授業スタイル２nd

新学習指導要領 前文

一人一人の児童生徒が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる

他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会

的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となる

ことができるようにすることが求められる。

※図は，学びの順序性や学びの過程を全て網羅することを示すものではありません。

社会に開かれた教育課程の実現

「カリキュラム・マネジメント」の実現

見通す

予想する

まとめる

つかむ生かす

振り返る

交流する

（広げ深める）

考える（個）

深い学び 対話的な学び



学習の主な流れ（例）

▶ つかむ
○教材や事象との出会いから問いを見つける（子供）

○気になること，既習とのズレから問う（子供）

○学習のねらいに応じた学習課題を提示（教師）

★まとめ，振り返りにつながる課題の設定

＜例＞ ・鎌倉幕府はなぜ滅んでしまったのか。（小社）

・本当の思いやりって何だろう。（小道）

・ゴリラ，オランウータン，チンパンジーで人に近縁なのは。（中理）

▶ 見通す 予想する
○学習をどう進めるか（プロセス）のイメージ

○学習の到達点（ゴール）のイメージ

▶ 考える（個）
○既習事項（知識，技能，考え方など）を想起して

【足場，手がかりに】

○自力解決に向かって熟考する（設定した時間内で）

○自分の言葉で語ることができるように

自分で発見して 話合いから 教師の提示から

「何を」「どのように」考えるかを

見通す，予想する
▶

☝考えるための技法

○順序付ける ○比較する ○分類する

○関連付ける ○多面的に見る ○多角的に見る

○理由付ける ○見通す ○具体化する

○抽象化する ○構造化する

学びへ

前のめりになっている

自分の力で

やってみようとする

これらの場面で指導者は，

①子供の姿を丁寧に見る，丁寧に話を聴く。

②子供の思いや考えを理解する。（解釈する）

③端的に発問したり，問い直したりして焦点化する。 ことが大切です。

この場面で指導者は，

①子供の実態（既習事項の定着度，学習への関心など）を確認する。

②単元や本時の学習内容，教材から，

子供の学びの広がりや深まりの可能性を見通しておく。 ことが大切です。



▶ 交流する（広げ深める）
★音声での交流（聴き合う，語り合う）

○「何を」「どのように」「どうするのか」

○交流を通して，考えをまとめ，広げる

●安易にまとめさせない，強い意見に流されない

▶ まとめる
★本時のねらいに応じて・・・

★課題解決したときの具体的な子供の姿を想起して

○話し合ったことをつなげ，構造化する

○話し合ったことを文字で整理，再構成する

交流のよさを

実感している

交流の意味を

理解している

他者との協働，他との相互作用を通じて

・どんなやりかたでやったの？

・分かりやすかったのはどのグループ？

・もっと聴いてみたいグループはどこかな？

▶

学びの広がり深まりにより・・・ 「分かった」「できた」「決着した」実感をもつ

○知識や技能の相互のつながり

○課題解決の場面や状況のつながり

●「分かったつもり」にしない手立て

この場面で指導者は，

①分かりやすい板書，端的な発問をする。

②本時のねらいとの関係を考えさせる。（照合する）

③どのように学びをまとめるかを決める。（判断する） ことが大切です。

この場面で指導者は，

①教師による仕掛けや伏線，立ち位置，出番を意識する。

②子供の発言を丁寧に聴いて問い返す。（揺さぶる）

③子供同士をつなぐ，子供と教材をつなぐ。（関連付ける）

④子供の思考をねらいや教材にもどす。 ことが大切です。

「つなぐ」

「つながる」

「つなげる」

▶

▶



▶ 振り返る
★ノートや振り返りカードを活用して文字で考える

○学習のプロセスやゴールの内容を振り返る

○分かったこと，できるようになったことの確認

○どうつながっているか，どう生かせるか

○自己変容の気付き（充実感，自己有能感）

▶ 生かす
★新しい気付きや問い

○学習したことが大切だ，役に立ちそうだという実感

○学習したことが活用できる手応え

○自分の力が発揮できそうな手応え

★学びに向かう力の推進力へ

他や未知の状況で

活用できるか

【子供たちの「主体的・対話的で深い学び」の実現のために】

①鉾田市授業スタイル2ndを自校化，自分化する。

②スタイルを定型化したものと捉えない。

③それぞれの活動の「意味」を考え，授業設計する。

④子供たちにどんな力を付けたいか，そのためにはどうすればいいか，を大切にする。

「やればできる」「受け止めてくれる」「自分もなかなかだ」

と子供たちが実感できる学びを目指して

この場面で指導者は，

①本時の課題との関連で考えさせる。

②できるようになったことを取り上げて価値付ける。

③子供の具体の姿を評価する。 ことが大切です。

この場面で指導者は，

①子供の姿を丁寧に見取り，発言をつなぐ。（解釈する）

②知識や技能の関連性を意識化する。（つなげる）

③活用，発揮できる可能性を価値付ける。 ことが大切です。



平成３０年度「全国学力・学習状況調査」の結果分析と取組（鉾田市）

１　小学校（国語）　　　　　　

・１，２学年では，書き言葉，話し言葉の中の主語と述語との関係に気付き，

　適切な係り受けの関係の重要性を確認する。児童が書いた文章を添削して，

　主述関係を意識させるようにするなど，普段の授業等の中で，自分の書いた

　文を読み返すときに，主語と述語の関係を確かめる習慣をつける。

・３，４学年では，主述関係に加えて，修飾と被修飾との関係を意識して指導

　する。児童が相互に推敲したり，学級全体で文章をどのように添削すると正

　確に伝わる文章になるか考えたりする時間を設定する。

・主語と述語，修飾と被修飾との関係をはっきりさせるとともに，「だれが」

　「いつ」「どこで」「なにを」「どのように」「なぜ」などの文の構成につ

　いて，繰り返し書く経験を増やすようにする。

・作文をする際には，語句の役割や語句相互の関係に気をつけて書くことと書

　いた文を読み返す場面を設ける。主語と述語が照合していない場合には，正

　しく書き直す活動を取り入れて，自分の伝えたいことを明確に伝える力をつ

　けていく。

・自分の経験したことや体験したことを文の構成を考えながら日記に書いたり

　話したりする時間を朝の会や授業の初めに取り入れている。

【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

・授業において，敬語の意味や種類を理解させるために場面に応じた表現を書

　かせたり，役割を分担して会話したりする活動を取り入れる。また，学校行

　事や校外学習などの機会には，相手や場面に応じて，適切に敬語を使って話

　したり，手紙を書いたりする活動を取り入れる。

・朝の会や帰りの会などでのスピーチタイムで，相手を意識しながら話す機会

　を数多く設定するようにし，敬語の使い方についての理解を深めるようにす

　る。

・常時使う敬語は，教室内に分かりやすく絵と言葉で掲示する。

・校外学習などのインタビューを行う場面に向けて，相手に失礼のないように

　丁寧な言葉遣いができるように日頃から指導する。

・活字の多い文章に慣れるために，読書タイムの時間に読むのに適した本を紹

　介する。また，様々な情報から必要な情報を抜き取る問題に数多く取り組

　む。

・授業に関する本を紹介し，並行読書を行っていくなど，教室や学校図書館に

　設けてあるおすすめ本コーナーを活用し，読書習慣を形成する。

・学校図書館などを活用して，複数の本や新聞などで調べたり考えたりしたこ

　とを比較，分類，関係付けるなどして分かったことと，それらを基に考えた

　ことをまとめて，文章に書いたり発表したりする。

・同じテーマについて異なる書き手による本や文章異なる新聞社による新聞記

　事，雑誌，インターネットから得た情報などを活用して，共通点や相違点を

　明確にして文章をより深く理解できるようにする。

・これまでの偉人達の伝記を読むことで，人物の生き方や考え方をより深く知

　ることができることを指導する。実際の本を見せながら，どこにどのような

　情報が，どんな書かれ方で載っているのかを示したり，見出しに着目するな

　ど効果的な読み方をしている児童の読み方を具体的に紹介したりすることを

　行う。

　【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

▲　文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書くこと　（修飾語と被修飾語：3.4年）

▲　相手や場面に応じて適切に敬語を使うこと（敬語の使い方：5.6年）

▲　伝記を読んで，心に残ったことについて自分の考えをまとめること
　（目的に応じて，本や文章を比べて読む：5.6年）



２　小学校（算数）　　　　　　

・円周率について学習する際には，作業的・体験的な活動を通して，円周

　率が円周の直径に対する割合であることを理解できるようにすることが

　大切である。例えば，身の回りにある円の形をしたものについて，円周

　の長さや直径の長さを測定し，円周の直径に対する割合を調べる活動が

　考えられる。また，いつでも円周の長さが直径の長さの約３倍になって

　いることに気付かせることが大切である。

・測定する活動で終わりにせず，直径，円周，円周率の関係について話合

　いを行い，関係性をまとめることで，理解に繋げていけるようにする。

・グラフから読み取れることを，具体的な数字や言葉で述べたり記述した

　りするようにする。理科や社会科においても同様に行い，グラフから正

　しく読み取れるようにする。また，日常生活の中で情報を収集して表や

　グラフに表現する活動を取り入れたい。文を書くことが苦手な児童には

　言葉を当てはめる文を用意して練習することを重ねたい。

・グラフの読み取りはもちろん，資料を分類整理するために，実際にアン

　ケートをとって情報を収集し，表やグラフなどに整理して考察し，表現

　する活動を取り入れる。

【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

・図形の構成要素や性質を基に筋道を立てて考え，事柄が成り立つことを

　説明することができるようにすることが大切である。指導に当たって

　は，合同な多角形で敷き詰められているとき，敷き詰められた図形の一

　つの点の周りに集まった角の大きさの和が360°になることを実感できる

　ようにする。さらに，式と図を関連付けて説明する活動を授業に取り入

　れていく。

・図形の名称については，各学年で作図や模様作成などを行い，形と名称

　をしっかりと覚えさせる。

・５年生の授業において「正三角形の内角の和は180°」を使い，多角形に

　補助線を入れて内角の和を求め，１つの角を求める活動を取り入れるこ

　とで，角の求め方の定着を図っていく。

・図形を拡大提示して説明を行い，図形の性質や特徴を視覚的に理解でき

　るようにする。（ＩＣＴの活用）

・最終的に何を使えば説明できるかを明確にして，図や文章から必要な情

　報が書き出し，順序立ててを記述する場面を普段の授業で多く取り入れ

　る。

◎　180°の角の大きさを理解し,角の大きさを正しく求めることができる。

▲　円周率の意味についての理解（円,球：3年　円周率：5年）

▲　日常生活の事象を，グラフの特徴を基に，複数の観点で考察したり表現したりすること
　（棒グラフ：3年　目的に応じたグラフの整理：5年）

▲　日常生活の事象を図形の構成要素や性質を基に観察し，図形を判断したり，事柄が成り立つことを論理
  的に考察し，数学的に表現したりすること

◎　１に当たる大きさを求める問題場面における数量の関係を理解し，数直線上に表すことができる。



３　小学校（理科）　　　　　　

・第５学年で学習した「流れる水の働き」の知識を定着させるだけでな

　く，「理科のたまてばこ」や「学んだことを生かそう」などに記載さ

　れた内容を問題形式にして解くことで，生活と関連付ける。

・３年生から実験を行う際に，友達との比較検討をする時間を意図的に

　設定する。

・流れる水のはたらきによる地面の削られ方の実験の際に，水の量を変

　えた場合の変化を予想させたり，実際に実験したりして，実感をとも

　なって理解できるようにする。また，実験に取り組む際には，実験結

　果を基に考察する時間を十分に取るようにし，自分の考えを記述でき

　るような力を身に付けられるようにする。

・実験のねらいと結果がどう結び付くか，特に結果の図をよく見取る練

　習が必要である。また，文章で説明するときに，「『水の量』と『棒

　の様子』がわかるように」とあるので，この2つの要因の関係を言葉で

　伝えられるようにする必要がある。

【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

・実験結果を基に分析し，問題に正対したまとめができるようにするた

　めには，問題を確認し，実験などで得られた結果を根拠とした考察を

　行い，実験結果から言えることだけに言及した内容かどうかについて

　検討することが大切である。指導に当たっては，実験の結果から言え

　ることをまずは自分で記述し，その後，お互いの考えを伝え合い，吟

　味し合う学び合い学習を積み重ねていきたい。

・実験結果をまとめるにあたっては，実験前の予想はもちろんのこと，

　どのような実験が必要か自分で考え，黒板や友達のノートを写したり

　せず，自分の力でまとめを行う必要がある。書き込みが足りなけれ

　ば，自分の考えに補足するような学習の仕方が身に付くよう徹底す

　る。

◎　安全に留意し，生物を愛護する態度をもって，野鳥のひなを観察できる方法を構想できる。

◎　骨と骨のつなぎ目について，科学的な言葉や概念を理解している。

▲　より妥当な考えをつくりだすために，実験結果を基に分析して考察し，その内容を記述すること
　（土地の浸食：5年）

▲　実験結果から言えることだけに言及した内容に改善し，その内容を記述すること
　（実験結果を基に分析し，問題に正対したまとめをする：3.4.5.6年）



４　中学校（国語）　　　　　　

・主語，述語，修飾語などの文の成分の確認や，どの部分にかかる言葉なのか

　などの類似問題に多く取り組むことで，文の成分が理解できるようにする。

・相手にわかりやすい語句の選択，相手や場に応じた言葉遣いができるよう，

　相手にわかりやすく伝わるように語句を選んで書くように指導する。具体的

　には，書いた文章を検討したり推敲したりする時間に指導を行う。

・基礎テストの時間を活用して文法事項の復習を行うとともに，授業の中に短

　作文作りを行う活動を配置する。

・文章中の言葉が，グラフや図のどの言葉と関係しているかなどを，説明的文

　章を扱う際に考えさせたい。またグラフの読み取りになるのではなく，文章

　との関係性を考えさせるようにする。

・グラフを用いた説明的文章を取り上げ，文章とグラフとの関係を捉えて文章

　を書く活動を取り上げる。

・語句の意味を，文章中の言葉から推察することができていない。また文章中
　の言葉から根拠となるものを探し，それらを用いて自分の考えを書くことが
　できていない。
・普段使わなかったり，意味を理解していない言葉について，文章中の言葉を
　頼りに意味を考える活動を取り入れる。その際，推測によるものではなく，
　本文中の言葉を参考に考えるというところを意識させていく。また自分の考
　えを書く活動でも，本文中の言葉を根拠に考えさせていく。
・文章のキーワード，キーセンテンス，接続する言葉に着目して制限字数を設
　けて要約する活動を取り入れる。
【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

◎　話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことができる。

◎　書こうとする事柄のまとまりや順序を考えて文章を構成することができる。

◎　慣用句の意味を理解している。

▲　目的に応じて文の成分の順序や照応，構成を考えて適切な文を書くこと（第2学年）

▲　文章とグラフとの関係を考えながら内容を捉えること（説明的な文章の解釈：1年）

▲　目的に応じて文章を読み，内容を整理して書くこと（文章の解釈：1年　記述：2年）
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５　中学校（数学）　　　　　　

・具体的な場面で，関係を表す式を，等式の性質を用いて，目的に応じて変形
　することに課題が見られた。等式の変形は，方程式を解いたり関数関係を考
　えたりする上で必要である。各学年の授業の中で，等式の性質を取り上げる
　とともに，目的に応じて等式を変形することを指導していく。

・多くの生徒がxに３を代入して，ｂの部分の７を足してしまった。この結果
　から，式と表，グラフを関連させて考えていないことが分かる。１次関数の
　単元では，常に，表，式，グラフの関連性を意識させながら指導していく。
・変化の割合を扱う第２学年，第３学年において，ｘの増加量とｙの増加量に
　ついて実際に求める活動を通し，ｘの値の増加に伴ってｙの値がどのように
　変化するかを調べる活動を取り入れる。

・ある資料の傾向を調べるために，度数分布表やヒストグラムを作成し，
　その資料から代表値を求める経験を通して，中央値，最頻値，平均値の
　意味の違いと求め方について確認していく活動を取り入れる。

・実数を文字に置きかえると，計算ができない生徒が増えると考えられる。今
　後は文字が入った基礎的な計算練習を繰り返し取り入れて，丁寧に指導をし
　ていく。また，４×実数が４の倍数になることを発展させて，４×（　）で
　も同じことがいえることを系統的に学習させていく。
・帰納的に調べることで成り立つと予想される事柄を見いだし，それを演繹的
　に推論することで，予想した事柄が成り立つ理由を数学的に表現する場面を
　設定する。　　　　　【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

６　中学校（理科）　　　　　　

・気団の性質のモデル実験を行い，気団の性質について考察させる場面を設定
　し，日本周辺の気団の性質についての基礎的・基本的な知識を身に付ける。
　また，日本の天気の特徴を日本周辺の気団と関連付けて説明する機会を設定
　する。
【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

・「原因として考えられる要因」を全て指摘し，問題解決の知識・技能を活用

　して，条件を制御した実験を計画する。

・小学校，中学校，高等学校の学習内容の系統性に留意し，中学校3年間を見

　通した指導計画を立て，生徒が主体的に探究する活動となるように授業を構

　成する。

【指導事例】平成30年度 授業アイディア例 参照

◎　数直線上に示された整数を読み取ることや,式の計算をしたり，式の値を求めたりすることができる。

◎　比例式や連立二元一次方程式を解くことができる。

◎　知識を活用して，観察・実験の結果を分析して解釈し，関係を指摘することができる。

◎　植物の葉などから水蒸気が出る働きが蒸散であるという知識を身に付けているなど,生物的領域の理解が高い。

▲　台風の周りの風向を表した図から観測地点における風向を予想する場面において，風向の観測方法や記
  録の仕方に関する知識・技能を活用すること（気象観測：第2分野）

▲　蒸発と湿度に関する知識と，問題解決の知識・技能を活用して，植物を入れた容器の中の湿度が高くな
  る蒸散以外の原因を指摘すること（気象観測：第2分野）

▲　数量の関係を，文字を用いた式に表したり,等式の性質を用いて，目的に応じて変形したりすること（式の変形：2年）

▲　一次関数について，式とグラフを関連付けて理解すること（一次関数：2年）

▲　最頻値,中央値，確率の意味を理解すること（資料の活用：2年）

▲　判断の理由を数学的な表現を用いて説明したり,事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明
  したりすること。事柄が成り立つ理由を，根拠を明確にして説明すること。

Ａ⑪

一次関数ｙ＝２ｘ＋７について，

ｘの値が１から４まで増加したと

きのｙの増加量を求めなさい。

Ａ⑭ ある中学校の3年生の男子生徒35人の運動

靴について，サイズごとに何人いるか調べました。

この35人の運動靴のサイズの最頻値は25.5㎝でし

た。このとき，必ず言えることを選びなさい。

Ｂ②（2）

「はじめの数としてどんな整数を入れ

て計算しても，計算結果はいつでも４

の倍数になる。」という海斗さんの予

想が成り立つことの説明を完成させな

さい。


